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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期

第２四半期連結
累計期間

第37期
第２四半期連結
会計期間

第36期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 52,958,582 23,722,311 135,096,172

経常利益（千円） 2,356,042 961,623 6,281,619

四半期（当期）純損益（△は損

失）（千円）
△876,080 △666,972 1,461,495

純資産額（千円） － 19,518,442 20,056,970

総資産額（千円） － 127,414,625 129,901,799

１株当たり純資産額（円） － 349.74 364.85

１株当たり四半期（当期）純損益

（△は損失）金額（円）
△18.30 △13.93 30.54

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 13.2 13.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△2,112,655 － 1,006,545

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△5,756,142 － △18,524,670

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,607,784 － 7,865,854

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 13,375,271 19,614,369

従業員数（人） － 2,866 2,513

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第37期第２四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四

半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

第36期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

EDINET提出書類

スターツコーポレーション株式会社(E03945)

四半期報告書

 2/26



２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 2,866 (1,494)

　（注）　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、嘱託社員を含む）は、当第２四半期連結会計期間の平均

人員を（　）外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 81 (22)

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー、嘱託社員を含む）は、当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【契約、受注状況及び販売状況】

(1）契約及び販売状況

　分譲不動産事業の契約及び販売状況は次のとおりであります。

種別

当第２四半期連結会計期間

（自　平成20年７月１日

至　平成20年９月30日）

前期契約残高 当期契約高 当期販売高 当期契約残高

数量
金額

 （千円） 
数量

金額

（千円）
数量

金額

（千円）
数量

金額

 （千円） 

 戸建住宅 1 48,485 12 502,967 6 258,504 7 292,948

 マンション分譲 63 2,807,084 9 453,357 21 1,005,811 51 2,254,630

 賃貸住宅 － － 1 288,878 1 288,878 － －

 土地 1 15,800 1 9,533 2 25,333 － －

 その他 － － － 554 － 554 － －

 合計 65 2,871,369 23 1,255,291 30 1,579,081 58 2,547,579

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2）受注高、完成工事高、繰越高及び施工高

　建設事業の受注高、完成工事高、繰越高及び施工高は、次のとおりであります。

種別

当第２四半期連結会計期間

（自　平成20年７月１日

至　平成20年９月30日）

前期繰越高

（千円）

当期受注高

（千円）

計

（千円）

完成工事高

（千円）

次期繰越高
当期施工高

（千円）手持高

（千円）
うち施工高（千円）

　      ％   

 一般住宅 2,751,143 586,748 3,337,891 120,264 3,217,627 38.8 1,247,239 1,993,631

 賃貸住宅 57,026,487 8,676,951 65,703,439 4,553,708 61,149,730 18.5 11,299,723 6,815,120

 その他 5,680,111 56,358 5,736,470 740,171 4,996,298 26.3 1,314,066 1,835,888

計 65,457,742 9,320,058 74,777,800 5,414,144 69,363,656 20.0 13,861,029 10,644,640

　（注）１．前期以前に受注したもので、契約の更新等により受注額に変更のあるものについては、当期受注高及び次期繰

越高の手持高にその増減を含んでおります。

２．次期繰越高の施工高は、支出金により手持高の施工高を推定したものであります。

３．当期施工高には、分譲不動産事業の分譲建物にかかる施工高は含まれておりません。

４．当期受注高、完成工事高、次期繰越高、並びに当期施工高には、消費税等は含まれておりません。
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(3）セグメント別販売実績

　セグメント別の販売実績につきましては、次のとおりであります。

　なお、各事業とも、当社の営業店舗等において最終需要者に対し直接に販売、工事請負契約の締結並びに役務の提

供を行っております。

事業の種類別セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

金額（千円） 構成比（％） 前年同期比（％）

　 一般住宅 120,264 0.5 －

建設事業 賃貸住宅 4,553,708 19.2 －

　 その他 740,171 3.1 －

計 5,414,144 22.8 －

　 不動産受取手数料 3,648,124 15.4 －

仲介・賃貸管理事業 メンテナンス売上 3,478,509 14.7 －

　 賃貸収入 6,021,891 25.4 －

計 13,148,526 55.5 －

　 戸建住宅 258,504 1.1 －

分譲不動産事業 マンション分譲 1,005,811 4.2 －

　 賃貸住宅 288,878 1.2 －

　 土地 25,333 0.1 －

　 その他 554 0.0 －

計 1,579,081 6.6 －

その他事業 3,580,558 15.1 －

合計 23,722,311 100.0 －

　（注）１．建設事業「その他」は、リフォーム工事等の少額受注であります。

２．販売実績金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

３【財政状態及び経営成績の分析】

（1）業績の状況

　当社企業グループにおきましては、地域に密着した質の高いサービスの提供やグループ各事業の連携等によるビジ

ネスチャンスの拡大などの相乗効果を図りながら、景気に左右されない収益体質の強化と将来にわたる安定収益基盤

のさらなる強化に努めてまいりました。

　不動産管理物件数は、平成20年９月末現在、アパート・マンション管理戸数97,069戸（第１四半期末比724戸増）、月

極め駐車場台数80,737台（第１四半期末比913台増）、時間貸駐車場「ナビパーク」の運営は21,145台（第１四半期末

比437台増）、企業の社宅管理代行業におきましては住宅39,157戸、駐車場5,517台（受託企業数134社）を受託、これに

分譲マンション管理戸数2,996戸、24時間緊急対応サービス「アクセス２４」受託戸数135,447戸（第１四半期末比

3,805戸増）を加えますと、住宅274,669戸、駐車場107,399台となり、ビル・施設管理件数も891件と、着実に増加してお

ります。また、不動産営業店舗「ピタットハウス」は、平成20年９月末現在で全国381店舗のネットワーク(スターツグ

ループ店108店舗、ネットワーク店273店舗)となりました。当第２四半期連結会計期間の業績は、売上高237億22百万円、

営業利益12億12百万円、経常利益９億61百万円となりました。一方、株価の急落に伴う保有有価証券の評価見直しによ

る投資有価証券評価損17億52百万円など特別損失18億25百万円を計上いたしました結果、四半期純損失６億66百万円

となりました。

　　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

　　　①建設事業

　当第２四半期連結会計期間における受注高は93億20百万円と、ほぼ計画どおり推移しており、受注時利益率も改善し

てまいりました。また、受注残高は693億63百万円となり、このうち当期完工予定額は約260億円となっております。当

第２四半期連結会計期間の業績は、前期の建築確認審査期間の長期化の影響によって、売上高は54億14百万円、営業利

益は２億26百万円となりました。

　　　②仲介・賃貸管理事業

　賃貸管理事業におきましては、不動産管理物件数が第１四半期末と比べますと、住宅全体で5,963戸増の274,669戸、駐

車場全体で1,302台増の107,399台となり、またビル・施設管理件数が26件増の891件となり、これら管理物件数の増加

に伴いまして、入居者からの賃貸斡旋手数料、管理業務に伴う管理手数料や附帯するメンテナンス工事売上、社宅管理

業務代行手数料等はほぼ順調に推移してまいりました。また、売買仲介事業におきましては、エンドユーザーを対象に

「ピタットオークション」の積極的な活用により、成約件の拡大に努めながら、営業店舗「ピタットハウス」の統廃

合による生産性の向上にも努めてまいりました。

　当第２四半期連結会計期間の業績は売上高131億48百万円、営業利益は８億75百万円となりました。

　　　③分譲不動産事業

　当第２四半期連結会計期間におきましては、「アルファグランデ浦安」（千葉県浦安市：総戸数21戸）の引渡し等

によって、売上高15億79百万円、営業損失２百万円となりました。

　　　④その他事業

　Webサイト「ＯＺモール」の80万人を超える会員をターゲットとした有名ホテル等への送客システムによる手数料

収入の増加、「ホテルエミオン東京ベイ」（千葉県浦安市・客室数380室）・「スターツグアムゴルフリゾート」

（米国グアム島ゴルフ場）などの安定稼動、金融商品の販売・コンサルティング収入、不動産営業店舗「ピタットハ

ウス」ネットワーク店舗の経営指導に伴う収入の着実な増加、カードキー「シャーロック」の堅調な販売等の一方

で、出版事業における雑誌等広告収入の減少や温泉旅館の改装に伴う休業等によって、当第２四半期連結会計期間の

売上高は35億80百万円、営業利益２億73百万円となりました。

（2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、第１四半期連結会計期間末に比べて39億56百万円減

少し133億75百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、主に売上債権の回収、建設工事の進行に伴う未成工事受入金の増加により17

億96百万円の資金の増加となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、主に有形固定資産の取得により12億58百万円の資金を使用いたしました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、主に銀行借入等の減少に伴い44億33百万円の資金を使用いたしました。
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（3）資産、負債、純資産に関する分析

　当第２四半期連結会計期間末におきましては、総資産は前連結会計年度末と比べて、24億87百万円減少し、1,274億14

百万円となりました。負債におきましては、「篠崎ツインプレイス」の一部の取得資金や年度資金計画にもとづく銀

行借入によって、有利子負債は17億22百万円増加し687億85百万円となりましたが、仕入債務の減少、未払法人税等の

支払等によって、前連結会計年度末と比べて19億48百万円減少し、1,078億96百万円となりました。また、純資産におき

ましては、当第２四半期連結累計期間の純損失８億76百万円の計上、剰余金の配当３億35百万円等によって前連結会

計年度末と比べて、５億38百万円減少し、195億18百万円となりました。

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,170,000

計 100,170,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 47,986,866 47,986,866 ジャスダック証券取引所 －

計 47,986,866 47,986,866 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　 該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年７月１日～

平成20年９月30日　

　

　－ 47,986,866 －　 4,474,217 －　 4,110,174
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

村石　久二 千葉県市川市 19,404 40.44

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８番11号 2,652 5.53

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２丁目２番１号 2,184 4.55

有限会社豊州　 東京都江戸川区中葛西５丁目33番14号 2,165 4.51

スターツ従業員持株会　
東京都中央区日本橋３丁目４番10号

スターツ八重洲中央ビル８Ｆ
1,910 3.98

濱中　利雄　 千葉県市川市 1,679 3.50

大槻　三雄 東京都江戸川区 1,352 2.82

村石　純子　 千葉県市川市 1,344 2.80

青野　昌浩 千葉県市川市 1,193 2.49

富士火災海上保険株式会社　 大阪市中央区南船場１丁目18番11号 885 1.85

計 － 34,772 72.46

　（注）上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は2,013千株で

あります。なお、それらの内訳は、年金信託設定分201千株、投資信託設定分1,812千株となっております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式

等）
－ － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式　　　127,500 －

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

完全議決権株式(その他) 普通株式　 47,795,000 95,590 同上

単元未満株式 普通株式 　　　64,366 － 同上

発行済株式総数 47,986,866 － －

総株主の議決権 － 95,590 －

　（注）　完全議決権株式（その他）の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数２個）含まれておりま

す。

②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

スターツコーポレーショ

ン株式会社

東京都中央区日本橋

三丁目４番10号
127,500 －　 127,500 0.27

計 － 127,500 －　 127,500 0.27

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年４月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月

最高（円） 355 368 324 279 244 214

最低（円） 307 316 265 240 162 150

（注）最高・最低株価はジャスダック証券取引所における株価を記載しております。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

　役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

代表取締役社長 　－ 取締役 　－ 河野　一孝　 平成20年10月１日

代表取締役専務 　グループＣＦＯ 代表取締役社長 　－ 大槻　三雄　 平成20年10月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人日本橋事務所による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,753,227 21,957,325

受取手形及び売掛金 4,166,225 5,473,131

販売用不動産 12,133,702 12,375,540

仕掛販売用不動産 9,091,892 9,621,325

未成工事支出金 12,682,558 10,350,045

繰延税金資産 2,392,368 1,560,952

その他 4,905,474 4,701,409

貸倒引当金 △89,703 △89,068

流動資産合計 61,035,745 65,950,661

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 19,067,733

※1
 15,318,623

土地 29,040,647 28,639,024

その他（純額） ※1
 2,570,446

※1
 2,579,145

有形固定資産合計 50,678,827 46,536,793

無形固定資産

のれん 4,310,526 4,473,332

その他 920,752 962,774

無形固定資産合計 5,231,279 5,436,106

投資その他の資産

投資有価証券 5,956,084 7,174,127

繰延税金資産 842,124 1,117,706

その他 3,832,463 3,847,290

貸倒引当金 △161,898 △160,887

投資その他の資産合計 10,468,772 11,978,237

固定資産合計 66,378,879 63,951,137

資産合計 127,414,625 129,901,799

負債の部

流動負債

買掛金及び未払金 10,984,624 14,968,323

短期借入金 17,643,634 16,425,127

1年内返済予定の長期借入金 10,141,359 9,484,686

未払法人税等 1,257,579 1,730,042

賞与引当金 1,008,987 993,669

未成工事受入金 10,643,970 9,344,614

その他 9,149,034 11,826,829

流動負債合計 60,829,190 64,773,294

EDINET提出書類

スターツコーポレーション株式会社(E03945)

四半期報告書

13/26



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

固定負債

長期借入金 40,900,533 41,053,498

退職給付引当金 794,283 770,195

役員退職慰労引当金 344,456 329,460

再評価差額金にかかる繰延税金負債 817,338 817,338

その他 4,210,380 2,101,041

固定負債合計 47,066,991 45,071,534

負債合計 107,896,182 109,844,828

純資産の部

株主資本

資本金 4,474,217 4,474,217

資本剰余金 4,133,383 4,133,417

利益剰余金 7,513,654 8,793,603

自己株式 △55,058 △55,144

株主資本合計 16,066,196 17,346,093

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △257,952 △867,716

土地再評価差額金 1,038,071 1,038,071

為替換算調整勘定 △63,582 △55,004

評価・換算差額等合計 716,537 115,351

少数株主持分 2,735,708 2,595,525

純資産合計 19,518,442 20,056,970

負債純資産合計 127,414,625 129,901,799
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 52,958,582

売上原価 37,563,153

売上総利益 15,395,429

販売費及び一般管理費 ※1
 12,672,295

営業利益 2,723,133

営業外収益

受取配当金 126,026

負ののれん償却額 102,048

その他 202,332

営業外収益合計 430,407

営業外費用

支払利息 755,214

その他 42,283

営業外費用合計 797,498

経常利益 2,356,042

特別利益

固定資産売却益 27,782

その他 4,705

特別利益合計 32,488

特別損失

投資有価証券評価損 1,901,056

販売用不動産評価損 936,498

その他 170,090

特別損失合計 3,007,645

税金等調整前四半期純損失（△） △619,114

法人税等 203,427

少数株主利益 53,539

四半期純損失（△） △876,080
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 23,722,311

売上原価 16,337,116

売上総利益 7,385,194

販売費及び一般管理費 ※1
 6,173,082

営業利益 1,212,112

営業外収益

受取配当金 110,637

負ののれん償却額 50,892

その他 58,920

営業外収益合計 220,449

営業外費用

支払利息 417,384

為替差損 29,520

その他 24,032

営業外費用合計 470,938

経常利益 961,623

特別利益

固定資産売却益 23,350

その他 1,680

特別利益合計 25,030

特別損失

投資有価証券評価損 1,752,965

その他 73,015

特別損失合計 1,825,980

税金等調整前四半期純損失（△） △839,327

法人税等 △58,429

少数株主損失（△） △113,924

四半期純損失（△） △666,972
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △619,114

減価償却費 1,196,093

有形固定資産除売却損益（△は益） 120,070

販売用不動産評価損 936,498

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,645

賞与引当金の増減額（△は減少） 12,317

退職給付引当金の増減額（△は減少） 24,088

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 14,995

受取利息及び受取配当金 △161,992

支払利息 755,214

為替差損益（△は益） △53,504

投資有価証券評価損益（△は益） 1,901,056

売上債権の増減額（△は増加） 1,306,906

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,497,549

仕入債務の増減額（△は減少） △3,476,515

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,299,355

その他の流動資産の増減額（△は増加） △705,182

その他の流動負債の増減額（△は減少） △63,299

その他 △531,091

小計 △540,006

利息及び配当金の受取額 147,946

利息の支払額 △720,734

法人税等の支払額 △999,860

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,112,655

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △35,000

有形固定資産の売却による収入 278,108

有形固定資産の取得による支出 △6,019,973

投資有価証券の売却による収入 913,683

投資有価証券の取得による支出 △393,072

貸付けによる支出 △1,177,423

貸付金の回収による収入 1,014,899

関係会社株式の取得による支出 △69,361

その他 △268,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,756,142
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,338,506

長期借入れによる収入 9,154,000

長期借入金の返済による支出 △8,408,613

配当金の支払額 △333,419

少数株主への配当金の支払額 △67,282

その他 △75,406

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,607,784

現金及び現金同等物に係る換算差額 21,915

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,239,098

現金及び現金同等物の期首残高 19,614,369

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 13,375,271
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１.会計処理基準に関する事

項の変更

（1）棚卸資産の評価基準及び評価方法の

変更

　通常の販売目的で保有する棚卸資産につ

いては、従来主として個別法による原価法

によっておりましたが、第１四半期連結会

計期間より「棚卸資産の評価に関する会計

基準」（企業会計基準第９号 平成18年７

月５日）が適用されたことに伴い、主とし

て個別法による原価法（貸借対照表価額に

ついては収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法）により算定しております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の

特別損失に販売用不動産評価損936百万円

を計上したため、税金等調整前四半期純利

益は936百万円減少しております。

（2）リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引

ついては、従来賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっておりましたが、

「リース取引に関する会計基準」（企業会

計基準第13号（平成５年６月17日（企業会

計審議会第一部会）平成19年３月30日改

正））及び「リース取引に関する会計基準

の適用

指針」（企業会計基準適用指針第16号（平

成６年１月18日（日本公認会計士協会会計

制度委員会）平成19年３月30日改正））が

平成20年４月１日以後開始する連結会計年

度に係る四半期連結財務諸表から適用する

ことができることになったことに伴い、第

１四半期連結会計期間からこれらの会計基

準等を適用し、通常の売買取引に係る会計

処理によっております。但し、リース取引開

始日が平成20年３月31日以前の所有権移転

外ファイナンス・リース取引についは、引

き続き通常の賃貸借取引に係る方法を準じ

た会計処理を適用しております。なお、この

変更により損益に与える影響は軽微であり

ます。

（3）「連結財務諸表作成における在外子

　会社の会計処理に関する当面の取扱い」

　の適用

　第１四半期連結会計期間より、「連結財務

諸表作成における在外子会社の会計処理に

関する当面の取扱い」（実務対応報告第18

号　平成18年５月17日）を適用し、連結決算

上必要な修正を行っておりますが、これに

よる損益への影響はありません。
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【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１.一般債権の貸倒見積高の

算定方法

　貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定

したものと著しい変化がないと認められる

ため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使

用して貸倒見積高を算定しております。

２.棚卸資産の評価方法 　棚卸資産の簿価切下げにつきましては、収

益性の低下が明らかなものについてのみ正

味売却価額を見積もり、簿価切下げを行う

方法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．税金費用の計算 　税金費用に関しては、当第２四半期連結会

計期間を含む連結会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に

当該見積り実効税率を乗じて算定しており

ます。なお、法人税等調整額は、「法人税

等」に含めて表示しております。

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社及び国内連結子会社の機械装置の耐用年数について

は、平成20年度の法人税法の改正に基づく法定耐用年数の

短縮に伴い、第１四半期連結会計期間より耐用年数の短縮

を行っております。これによる損益に与える影響は軽微で

あります。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は10,931百万円で　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　あります。

　２　保証債務

　連結会社以外の金融機関等からの借入に対し、債務

保証を行っております。

スターツケアサービス㈱ 89,800千円

計 89,800千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額は10,004百万円で　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　あります。

　２　保証債務

　連結会社以外の金融機関等からの借入に対し、債務

保証を行っております。

スターツケアサービス㈱ 101,700千円

計 101,700千円

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　給与手当 4,492,732千円

　賞与引当金繰入額 856,411千円　

　貸倒引当金繰入額 1,720千円

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　給与手当 2,183,484千円

　賞与引当金繰入額 433,242千円

　貸倒引当金繰入額 9,742千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期期末残高と四半期連結

　　貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係　

　　　　　　　　　　　　　　（平成20年９月30日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

現金及び預金勘定 15,753,227

預入期間が３か月を超える定期預金 △2,377,955

現金及び現金同等物 13,375,271
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　47,986,866株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　127,712株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり　配
当額　（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年５月15日

取締役会
普通株式 287,153 6

平成20年３月31日

　
平成20年６月25日 利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年11月10日

取締役会
普通株式 287,154 6 平成20年９月30日 平成20年12月５日 利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　
建設事業
（千円）

仲介・賃貸
管理事業
（千円）

分譲不動産
事業
（千円）

その他事業
（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1)外部顧客に対する売上高 5,414,144 13,148,526 1,579,081 3,580,558 23,722,311 － 23,722,311

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
950,378 271,574 309 1,714,658 2,936,920 △2,936,920 －

計 6,364,522 13,420,100 1,579,391 5,295,217 26,659,231 △2,936,920 23,722,311

営業利益 226,723 875,243 △2,192 273,597 1,373,371 △161,259 1,212,112

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　
建設事業
（千円）

仲介・賃貸
管理事業
（千円）

分譲不動産
事業
（千円）

その他事業
（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1)外部顧客に対する売上高 11,560,423 26,193,851 8,220,751 6,983,555 52,958,582 － 52,958,582

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
7,746,015 536,903 1,784,109 2,811,740 12,878,767 △12,878,767 －

計 19,306,438 26,730,755 10,004,860 9,795,295 65,837,350 △12,878,767 52,958,582

営業利益 533,411 1,411,766 433,593 469,700 2,848,472 △125,338 2,723,133

　（注）　事業区分及び事業の内容

　当社の事業区分の方法は事業の種類により次のようにセグメンテーションしております。

(1）建設事業

建設受注による賃貸住宅等の施工及び注文住宅建築・リフォーム工事の請負

(2）仲介・賃貸管理事業

不動産売買等の仲介及び管理ならびに不動産の賃貸

(3）分譲不動産事業

住宅等の分譲

(4）その他事業

出版事業、物販事業、飲食店の経営、証券業、不動産店舗の経営指導、旅行代理店業、ホテル及び旅館業、投資法

人運用業他

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地セグメント情報の

  記載を省略しております。　

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）　

　その他有価証券で時価のあるもの

　 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表

計上額（千円）
差額

　（1）株式 2,884,309 2,710,318 △173,991

　（2）債権    

　　　　国債・地方債 578,571 582,591 4,019

　　　　その他 28,481 28,481 －

　（3）その他 925,592 836,164 △89,427

　合計 4,416,955 4,157,556 △259,399

（注）その他有価証券で時価のある株式のうち、当第２四半期連結累計期間において減損処理を行った金額は1,901百万

円であり、取得原価には減損処理後の金額を記載しております。

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

当社グループは、ストックオプションを利用していないため該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 349.74円 １株当たり純資産額 364.85円

２．１株当たり四半期純損失金額

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額

（△）
△18.30円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

　

１株当たり四半期純損失金額

（△）
△13.93円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純損失（△）（千円） △876,080 △666,972

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △876,080 △666,972

期中平均株式数（千株） 47,859 47,859

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

２【その他】

　平成20年11月10日開催の取締役会において第37期の中間配当を行う決議をしております。

中間配当金の総額 287,154千円

１株当たりの額 ６円
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月14日

スターツコーポレーション株式会社

取締役会　御中

監査法人日本橋事務所

 
指定社員
業務執行社員　

 公認会計士 千葉　茂寛　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 渡邉　均　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

スターツコーポレーション株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計

期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月

30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スターツコーポレーション株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日

現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半

期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

（注）２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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